
今月の野菜

１　地域の概要
大津松茂農業協同組合（以下「JA大津
松茂」という）は、徳島県鳴門市大津町を
管轄するJA大津と、板野郡松茂町を管轄
するJA松茂が平成27年に合併して新設さ
れた（図１）。令和４年度の正組合員数は、
1140人（888戸）である。
鳴門市は明石海峡大橋の開通に伴い本州
と高速道路で結ばれ、松茂町には空港や�

バスターミナルが整備されており、一帯は�
“四国の玄関口” として関西圏への交通に�
おける要所となっている。また阿讃山脈東端�
に位置し、吉野川下流域の水利に恵まれた�
肥沃な土地では農業が盛んに行われて�
おり、かんしょ（「なると金時」）、梨、れん
こん、だいこんの４品目が主要特産物であ
る（図２、写真１）。

大津松茂農業協同組合
本所管理部総務課　猪井　琴巳

産地紹介 ： 徳島県　JA大津松茂
～きめの細かい土壌から一本一本丁寧に
手掘りされるJA大津松茂の「れんこん」～
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図１　JA大津松茂の位置
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２　徳島県のれんこん栽培の歴史
れんこんは、白亜紀（約１億4500万年
前～約6600万年前）にはすでに存在して
いた古い歴史を持つ植物である。そもそも
はその可憐な花を愛

め

でるための植物であっ
たとされるが、食用として栽培され始めた
のは鎌倉時代といわれる。
徳島県で食用としてれんこん栽培が広が
るきっかけとなったのは、塩害に悩み水稲
に代わる作物を探していた松茂町の農家ら
３人が、大正７年（1918年）に岡山県か
ら種れんこんを持ち帰ったことであるとい
われている。この３人の中に大津町の者も
含まれていたことが、大津町におけるれん
こん栽培の始まりであり、吉野川下流域で
のれんこん栽培のきっかけとなった。
食用としてれんこんが持ち込まれて以降、
れんこんの栽培面積は戦争の影響もあり�
増加と減少を繰り返したが、元来大部分が
湿地であった吉野川下流域の土壌や温暖な
気候がれんこん栽培に適していたことから、
昭和35～44年（1960年代）には行政や�
農協の補助や奨励などに加え、水稲からの

転作の後押しにより、急激に産地形成が�
進んだ。
その後、大阪府などのれんこん産地が都

市化により衰退したこともあり、もともと
京阪神市場との流通が盛んであった徳島県産
れんこんの需要が高まり、現在に至っている。

３　JA大津松茂管内のれんこん栽培
現在、徳島県全体のれんこんの作付面積は
約500ヘクタールである。このうち40％以
上を占める約220ヘクタールがJA大津松
茂の管内であり、生産者数は118人である。
JA管内では、中国種の一つである晩生
品種の「備

びっちゅう

中」を多く栽培している。近年は、
同じく中国種の一つである早生品種「ロー
タス」も多く生産されるようになってきた
が、「備中」は節間が長く色白できめ細か
な肉質をしており、古くから関西市場での
評価が高いことから管内での主要品種と
なっている。また作付体系は主にトンネル
栽培と露地栽培であるが、近年はハウス栽
培に取り組む生産者も増加傾向にある。
さらに収穫方法もさまざまで、すべての
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図２　JA大津松茂の農産物販売額（令和４年産）

資料：JA大津松茂

かんしょ

29億5,770万円

（53.6％）

梨

11億5,995万円

（21.0％）

だいこん

3億5,269万円

（6.4％）

その他

2,185万円

（0.4％）

販売高計

55億1,919万円

れんこん

10億2,700万円

（18.6％）

写真１　�阿讃山脈を背景に一面に
広がるれんこんの圃

ほじょう

場



け年には収穫せず湛水

れんこんを掘り取る「総掘り法」、すじ状
にれんこんの一部を残して掘り取り、翌年
の種として使用する「すじ掘り法」、作付

たん�すいしたまま越冬する
「二年掘り法」などがあり、これらの作型
と収穫方法を組み合わせることで周年出荷
を可能にしている（表１）。
管内におけるれんこん栽培の最大の特徴
は、その土壌にある。他産地の多くの圃場
は水をたっぷり含んだ比較的軟らかい泥だ
が、管内のれんこん圃場はすべて硬い粘土
で形成されている。それゆえに収穫方法も
特別だ。れんこんの収穫方法には、水を張っ
た状態の圃場でポンプを用いて水圧により
掘り出す方法と、水を完全に抜いた状態の
圃場で掘り出す方法の主に２種類である
が、土壌が粘土質であるため、水圧により
掘り出すことは困難で、後者の方法を用い
て一本一本丁寧に手掘りしなければならな
い。れんこん掘り機でれんこんを傷付けな
い範囲で大まかに表土（30～40センチ）

を取り除いた後（写真２）は、熊手を使っ
た手作業で10センチ程度慎重に掘り取る
（写真３、４）。芽の方向かられんこんが伸
びている方向を見極め、折れたり傷が付か
ないように、付け根から掘り出すのは熟練
の技術が必要で、重労働である。
また、定期的に土壌診断を行い、過去の
生育反応を考慮して堆肥を施用した土作り
をするとともに、肥効調整型肥料（注１）を使
用することで、化学肥料の低減を実現して
いる。化学農薬の使用を低減するための工
夫としては、性フェロモン剤を利用したト
ラップ（フェロモントラップ）を設置し（写
真５）、葉を食害するハスモンヨトウの幼虫
の防除を行うことで、産地全体での被害発
生密度を低下させている。

注１：�肥料効果を持続させるために、肥料が溶ける量や

溶ける時期を調節した化学肥料。肥料成分の流出

を防ぐことにより減肥が可能になるとともに、環

境への負荷が小さいとされている。
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（凡例：▽定植・－－－管理・□□□収穫）
月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 11 12 摘要旬 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下

露地栽培
（総掘り法）

▽▽－ －－－ －－－ －－－ －－－ □□□ □□□ □□□ □□□
９月～翌１月頃ま
で収穫

□□□

露地栽培
（すじ掘り法）

▽▽－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ □□□ □□□
一部を残して翌年
の作付けで使用す
る

□□□ □□□ □□□ □□□ □□□

露地栽培
（二年掘り法）

▽▽－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－
定植した年の翌年
に収穫

－－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－
－－－ －－－ －－－ －－－ －－－ －－－ □□□ □□□

（凡例：▽定植・∩＝∩（保温）・－－－管理・□□□収穫）
月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 11 12 摘要旬 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下

トンネル栽培

▽▽－ －－－ －－－ －－－ －－□ □□□ □□□ □□□ □□□ □□□
∩＝ ＝＝＝ ＝∩

□□□ □□□ □□□

（凡例：▽定植・∩＝∩（保温）・－－－管理・□□□収穫）
月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 11 12 摘要旬 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下 上中下

ハウス栽培

－－－ －－－ －－－ －－－ －－－
　∩＝ ＝＝＝ ＝＝＝ ＝＝＝ ＝∩

－－－ －－－ －－－ －－－ －－－ □□□

資料：JA大津松茂

表１　栽培方法ごとの栽培カレンダー



土作りにこだわり、安全で安心な、消費
者に信頼されるれんこん作りを心掛けて
日々取り組んでいる。こうした生産者など
による多大な努力のもと収穫され、市場に

送られる当JA管内のれんこんは、すらり
と色白で艶がある美しい見た目と、多様な
食感が高い評価を受けている。
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写真２　れんこん掘り機で表土を取り除いた圃場
  （れんこんの芽が飛び出している）

写真３　熊手を使った手作業によるれんこんの収穫風景

写真４　収穫したれんこん 写真５　�ハスモンヨトウの防除のため設置
しているフェロモントラップ



４　出荷体制
徳島県のれんこん出荷量は、茨城県、佐
賀県に次いで全国第３位である。主な出荷
先である京阪神市場での産地別シェアは全
国第１位である。

例年、７月から新物れんこんの出荷が始
まり、翌年６月までの周年出荷でLサイズ
を中心に約2000トンを出荷している（表
２、写真６、７）。特に晩秋から冬にかけて、
中でも年末年始の時期に最も需要が高まる。
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階級 選別基準
１㎏ ２㎏ ５㎏ 10㎏ ５㎏土付き

２L １本 ２本 ４本 ― ―
Ｌ ２、３本 ３、４本 ５、６本 13本以内 ５本以内
Ｍ ４、５本 ５、６本 ７～12本 14～20本 ６～８本
Ｓ ６、７本 ７、８本 13～20本 21本以上 ９本以上

規格外 傷のあるもの、形状・色沢の悪いもの
15本以内又は傷
のあるもの、形状・
色沢の悪いもの

―

荷造方法 ５枚１梱 ４枚１梱 ２枚１梱 １枚１梱 ―

表２　れんこんの選別基準

資料：JA大津松茂

写真６　長さを切り揃えながら箱詰めする 写真７　トラックに積み込み、出荷される



より新鮮な状態で消費者に届けられるよ
う、掘り取ったれんこんは翌朝には市場に
運び込む。
土作りから始まって出荷するまでの安
全・安心への取り組みを客観的に証明する
べく、徳島県が進めている「とくしま安

あんあん

２
農産物」認証制度の利用も積極的に行って
いる。
「とくしま安２農産物」認証制度とは、
安全で安心な農産物を出荷するための生産
管理および品質管理が行われていること、
栽培から出荷、消費者のクレーム対応まで
の体制整備が行われていることを第三者機
関が審査し、徳島県知事が認証する制度で
ある。認証を得た生産者の出荷物には認証
マークを付すことができ、消費者の選択行
動を手助けする一つとなっている。

５　販売戦略
丁寧に心を込めて栽培されたJA大津松茂
管内のれんこんは、見た目の美しさについ
ては先に述べたとおりであるが、味も他産
地産とは違った魅力がある。口当りが柔ら
かだが、食べればシャキシャキと歯切れが

良い。切り方や調理法によってはホクホク、
モチモチとなめらかな舌触りが楽しめ、和
食のほか、どのような料理にもよくなじむ。
このJA大津松茂産れんこんならではの
良さは、一つのブランドとして確立してお
り、これを強くアピールするためにフェア
やキャンペーンを定期的に実施している。
中心となるのは、JA大津松茂が運営する
農産物直売所「えがお」でのPRイベント
である（写真８）。11月８日の「徳島県れ
んこんの日」（118＝いいはす）に合わせ
てれんこんの売り場を拡大し、JA大津松
茂女性部による手作りのれんこん料理の試
食会をするなど、れんこん生産地ならでは
の消費宣伝を展開している。
煮物などの定番料理以外の食べ方を提案
することで、地元、徳島県内でのさらなる
消費拡大も目指している。また、主消費地
である京阪神では、量販店の協力の下、れ
んこん売り場を強化している。さらに、電
車内にステッカーを貼付したり、テレビ番
組やラジオ番組で視聴者プレゼントを実施
するなど、マスメディアを利用した宣伝活
動も行っている。

野菜情報 2024.139

写真８　�11月８日「徳島県れんこんの日」の
直売所「えがお」のれんこん売り場



直売所では、さまざまなれんこん加工品
も販売している。生産者手作りのれんこん
チップスや、見た目にもかわいいピクルス
などのほか、薬膳粥やれんこんの葉でつ
くったお茶など多様な商品を扱っている。
れんこんには種や葉なども漢方として利用
されてきた歴史があるが、多種多様な商品
を並べることで消費者にれんこんへの興味
を深めてもらいたいと考えている。

 ６　課題と今後の取り組み
れんこんの一大産地として、課題は作付
面積および収量の減少である。少子高齢化
に伴う後継者の減少や「総掘り法」から収
穫の一部を翌年に残す「すじ掘り法」への
作型の変化、そして腐敗病が主な原因であ
ると考えられる。特に喫緊の問題となって
いるのが腐敗病である。
腐敗病は菌が原因の土壌病害で、発病す
ると地下にあるれんこんが褐色または黒色
に変色し腐敗するため、収量の大幅な低下
を招く。また有効な農薬がないことから、�
一度発生すると抜本的な防除法がない病気
である。

腐敗病対策として取り組んでいるのは、
夏場に石灰窒素を混入し圃場全面をポリ
フィルムで被覆する「太陽熱消毒」である。
しかし、太陽熱消毒は処理を行うために�
一作休まなければならず、費用や手間もか
かる上に効果の持続期間が限られているこ
とから、腐敗病の発生面積を減少させるに
は至っておらず、効果的かつ簡易な防除技
術の確立が求められている。
このような中で、近年、他県で開発され
た新しい土壌還元消毒（注２）の技術が、休作
せずに腐敗病防除ができるのではないかと
考え、実証実験に着手した。このように、
さまざまな方法で腐敗病対策に取り組んで
おり、現在も試行錯誤を続けている。
JAとして、消費拡大に向けたフェアの
実施や腐敗病対策としての防除技術の確立
などに努め、生産者の所得向上とれんこん
産地の維持に向けて取り組んでいきたい。

注２：�土壌還元消毒とは、土壌に有機物を投入して土壌

中の微生物を活性化させ、酸欠状態にすること

で、病原菌を窒息させる消毒方法。
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◆お問い合わせ先◆
　担当部署：大津松茂農業協同組合　本所管理部総務課
　住所：徳島県鳴門市大津町備前島字横丁ノ越297番地1
　ＴＥＬ：088-686-1106
　ＦＡＸ：088-686-5940
　ホームページ：http://ja-om.or.jp/

◆一言アピール◆
　れんこんは、昔から風邪予防や咳止めのほか、血液の浄化と造血作用が期待できるといわれ
る。ビタミンCや鉄分、カリウム、タンニンなどを含み、疲労回復効果や高血圧予防などにつ
ながるとされている。れんこんに含まれる栄養素の効能は、テレビ番組でも幾度となく取り上
げられるほどで、特にタンニンがアレルギー症状の原因物質を減少させる効果があることから
大きな注目を集めている。
　穴が開いていて「先が見通せる」ことから縁起が良いとされており、栄養満点でどんな料理
でも活躍できるれんこん。ぜひJA大津松茂のれんこんを、家庭料理のレギュラー食材として
取り入れていただきたい。


